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特集「社会を元気にする ICT」の編集にあたって

白鳥 則郎1,2,a) 野田 五十樹3,b)

東日本大震災は，日本社会の力を試される場となってい

る．この震災は単に地震や津波による直接的被害や想定外

への備えだけでなく，高齢化社会やエネルギー問題，高度

化したサプライチェーンの脆弱性など，いずれ日本が直面

するであろうと考えられてきた問題を前倒して突きつける

ことになった．これらの問題は何か 1つのブレークスルー

で解決するようなものではなく，社会システムの変革と広

範囲にわたる技術革新を必要とするものであろう．

本特集は，このような状況に ICTの分野で応えることを

めざして企画された．社会的問題（困難）はそれを解決す

るための技術革新の推進力でもある．また，その技術革新

は新たな産業や文化を産み出すもとになる．情報機器が生

活の隅々にまで普及した現在，ICTは，社会の広範囲にわ

たる革新を必要とする問題に，解決策を提供する基盤とな

るはずである．

日本が現在直面している問題はいずれも根深い．まず災

害対策であるが，災害列島といわれ各大都市が災害等の危

険度で世界の上位に名を連ねている我が国では，災害に対

する備えを継続的に整えていかなければならない．この備

えは，住民の生命・財産を守ることに加え，安心して投資

していける地域としての地位を確立して産業振興を助ける

意味でも，重要である．災害対策のための ICTの利用は，

1995年の阪神・淡路大震災からその重要性が認識され，当

時に比べると格段に進んだ面もあるが，以前として活用が

進まず，効果的な減災に貢献できなかった点も多い．

震災はまた，少子高齢化社会や医療・介護の問題を顕在

化させる契機となった．労働力が減少する中，労働集約型

のサービスである医療や介護は，ICTによるサポートや効

率化や期待されている分野である．特に見守りやそれを支
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えるセンサーネットワークは，セキュリティや移動体通信

の技術とからみ，安心して生活できる社会のために広く必

要とされる技術になっていくと期待できる．また，医療・

介護をコミュニティの機能と捕らえる視点も重要であり，

そのようなコミュニティを支えるインタフェースやネット

ワーキングの手法は，今後必要性が高まってくるだろう．

原発事故に端を発するエネルギー問題や，サプライチェー

ンおよび経済情勢の影響を強く受けた産業構造の問題に

ついても，それを解決できるかどうかは今後の日本社会の

行方を決める試金石でもある．エネルギー消費の最適化は

ICTの活躍の場であり，また，空間情報やモバイル機器を

はじめとする ICTは，新しい産業の芽を提供する基盤と

なる．

今回の特集には 44本の論文の投稿があった．「社会を元

気にする」という幅広いテーマであったこともあり，寄せ

られた論文の分野は多岐にわたり，編集委員会でもさまざ

まな面から議論が行われることになった．査読の結果，採

録となった 18本の論文は，いずれも上記にあげた社会的問

題に挑戦する，質の高い野心的な取り組みとなった．もち

ろん，最初に述べているように，日本社会が直面している

問題は，単独の技術革新で氷解するような問題ではない．

しかし，本特集に寄せられた研究成果のような積み上げな

くして，次世代の社会を作っていくことはできないだろう．

最後に，本特集を出版するうえで，多岐にわたる投稿論

文の査読プロセスを円滑に進めていただいた岡本昌之幹事

をはじめとする編集委員の皆様，および忙しい中丁寧に査

読いただいた査読者の方々，ならびに支援いただいた学会

担当者の方々に感謝の意を表します．
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